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ハイライト 

 

 リアルタイムでのデータの収集/

測定/分析を自動化してエラーを

減少させ、情報に基づく意思決定

を容易に 

 各役割に合わせた測定基準を作

成し、すぐに使用できる関連デー

タをタイミングよく提供 

 プロジェクト、製品、地理的な状

況など、さまざまなデータをグラ

フや図形として表現し、ひとつの

画面での状況と進捗のモニター

を可能に 

 プロセスの成果の評価、測定、改

善をサポートするために、数々の

ベスト・プラクティスを元に作成

されたフレームワークを提供 

 

適切な情報を適切なタイミングで提

供する 
経済情勢の変化が続く中、企業各社

はこれまでよりも少ないリソースと

さらに厳しい予算という制約の下で、

お客様のニーズを満たしながら競争

上の優位性を維持する方法を見つけ

なければなりません。そのためには、

マネージャーが適切なタイミングで

適切な意思決定を行う必要がありま

す。ところが、多くのマネージャー

は、プロジェクト情報の処理上の質、

量、一貫性に苦戦し、その結果、プ

ロジェクトとプロセスを十分に把握

することができなくなっています。

そして、それは効果的なビジネス上

の意思決定を行う能力にも影響を及

ぼします。 

 

IBM Rational® Insight パフォーマン

ス管理ソフトウェアは、プロジェク

トとプロセスへの投資を戦略目標に

沿ったものにするためのツールを提

供します。リスク、状況、傾向を明

確にし、それらのコントロールを可

能にする Rational Insight は、パ

フォーマンスの正確な測定、モニ

ター、分析と、必要に応じた是正措

置の実行に役立ちます。 

このソフトウェアには、企業各社に

よるソリューションの品質向上、ソ

フトウェアとシステムの開発および

デリバリーのコントロール改善、最

終的にはタイム・ツー・マーケット

の短縮に役立つベスト・プラクティ

スが用意されています。 

 

実績データに基づく、十分な情報に

よる意思決定 
適切な管理は、正確で客観的な情報

を得ることから始まります。プロ

ジェクトの進捗と状況に関するタイ

ムリーかつ適切な情報がないと、パ

フォーマンスが低下してビジネス目

標を達成できなくなります。厳しい

納期と予算の下で、利害関係者とデ

リバリー・チームは、「現在の傾向の

どれがコストとスケジュールに影響

する可能性を持っているか？」、「新

しい欠陥の発生率は？」といった重

要な質問や、デリバリー・プラット

フォーム全体の機能の質問に対する

迅速な回答を必要としています。開

発ライフサイクルを明確に把握して

いない場合、これらの質問に正確に

答えることは不可能ではないにして

も容易ではありません。 
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Rational Insight では、単一の Web 

ベース・インターフェースを使用し

て、ベースライン、平均値、目標値

など、プロジェクトとプロセスのパ

フォーマンスに関する正確な情報を

リアルタイムで表示できます。この

機能により、チームの全メンバーが

いつでも現状を把握できるようにな

ります。IBM Rational ClearQuest®、

IBM Rational ClearCase®、IBM 

Rational Quality Manager ソフトウェ

アのほか、Microsoft® Project、XML 

データ・ソースといった他社のツー

ルなど、異なるリポジトリーに存在

するリアルタイム・データの収集、

測定、分析をアプリケーションが自

動化し、データの品質と適時性を管

理します。この自動化機能により、

手作業によるエラーの影響や不完全

な情報を使用して意思決定を行うリ

スクを最小限に止めることができま

す。さらに、Rational Insight には、

グラフや図形による情報表示により、

柔軟性のあるダッシュボードが用意

されています。このダッシュボード

を使って、状況を迅速に把握し、問

題を特定し、ドリルダウンして根本

原因を発見できます。 

 

この重要な情報をいつでもすぐに入

手できるようにすることで、是正措

置を迅速に講じ、納期を遵守できな

かった原因を評価し、現実により近

いプロジェクト予測を立て、さらに

多くの情報に基づいてビジネス上の

意思決定を行うことができるように

なります。 

 

 

役割別に最適化された情報 

Rational Insight を使用することで、

状況レポート作成の完了を待ったり、

多くの人にアップデートを依頼した

り、古い情報に基づいて作業したり、

さまざまなデータベースや文書を掘

り起こして調査したりして時間を無

駄にすることがなくなります。

Rational Insight は、個人のニーズと

の関連性が最も高い情報をパーソナ

ライズされたひとつのビューに表示

します。 

 

 

 

 

 

図 1: Rational Insight は、実際のオンデマンド・データの測定と分析を自動化して、ソフトウェアと
システムの開発およびデリバリーを改善します。 

図 2: どこにいても、ステータス・インディ
ケーターや電子メールによるアラートで常
時情報を得ることができます。 
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エグゼクティブ、プロジェクト・マ

ネージャー、プロセス・リーダーな

ど、役割は何であっても、それぞれ

のニーズに合わせて調整されて組み

込まれた指標や測定基準が、プロ

ジェクト状況の迅速な評価に役立ち

ます。パーソナライズされた測定基

準により、サマリー・ビューでの分

析や、さらに詳細な情報を生成でき

るドリルスルー機能が提供されます。

Rational Insight は、ビジネス目標ま

たはプロジェクト目標に照らした実

績の評価と、ユーザーによるカスタ

マイズ設定を可能にします。さらに

このソフトウェアは、ほとんどのモ

バイル・デバイスに情報を直接配信

するよう構成できるため、世界中の

ほぼすべての場所で必要なときにい

つでも情報を受け取ったり取り出し

たりすることができます 。 

 

プロジェクト、製品、地理的な境界

を越えて 
どのようなビジネスであれ、成功す

るためには製品やプロジェクトのデ

リバリーが重要になります。デリバ

リーは会社の財務実績に貢献し、今

後の信用を築くのに役立ちます。と

ころが、進捗、プロセス、およびリ

スクを完全に把握していなければ、

「盲点」によって優れた意思決定が

できなくなったり、情報格差が生ま

れたりすることがあります。これは

特に、プロジェクトや製品や地理的

な境界を越える場合に顕著に現れま

す。企業は、目標に照らした実際の

進捗状況の測定および分析、過去の

履歴情報からの失敗の評価、自社プ

ロジェクトの進捗モニターを行う能

力を備えている必要があります。こ

れらすべてが、企業が適切な意思決

定をさらに迅速に行うために役立ち

ます。 

 

 

Rational Insight を使用することで、

状況をモニターするため、また、要

件の変動性や安定性、欠陥の発生率

など、企業の活動の主な側面に関す

る疑問に対応するために、プロジェ

クト、製品、地理的な状況などのさ

まざまなデータを迅速かつ簡単に明

確にすることができます。プロジェ

クト、製品、地理的な状況などの隔

たりを解消するために、以下を行う

ことも可能です。  

 

• すべてのプロジェクトに関連する

リアルタイム・データを使用して、

状況をひとつのビューでモニター

する 
• 異なるリポジトリーに存在する、複

数のフォーマットを使用してダッ

シュボードを作成する 

• 各自のニーズに合わせてダッシュ

ボードを調整する 

• リソースを管理してチームの生産

性を向上させる 

• プロジェクトの成果予測をさらに

確実なものにする 

 

 
プロセスの継続的な改善 
多くの場合、ソフトウェアとシステ

ムのデリバリーに関するビジネス・

プロセスの能力を合理化し、成熟さ

せることが最優先事項になります。

タイム・ツー・マーケットを短縮し、

少ないリソースで大きな成果を上げ

ることへのプレッシャーは、常に高

まっているように見えます。しかし、

測定していないものを改善すること

はできません。IBM Rational Insight 

では、これまでに学んだ教訓を確認

するために履歴データを評価したり、

品質とパフォーマンスの測定基準を

利用したりすることができます。ま

た、すぐに利用可能なダッシュボー

ドや測定基準とともにベスト・プラ

クティスと管理技法のライブラリー

を提供することで、プロジェクトが

正しい方向に向かっていることを確

認するのにも役立ちます。 

 

図 3: Rational Insight は、技術データを関連のあるタイムリーなビジネス情報に変換します。 
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Rational Insight は、測定のためのベ

スト・プラクティス・ガイダンスを

提供する IBM の Measured 

Capability Improvement Framework と

密接に組み合わされています。この

フレームワークは、改善のために測

定が必要な適切な情報を確実に取得

する場合に役立ちます。さらに、以

下のことにも役立ちます。 

 

• プロセスを改善するためのビジネ

ス変革に向けて、測定に基づくアプ

ローチを段階的に採用する 
• ビジネスにとって最も重要なコ

ア・プラクティスに重点を置く 
• すぐに利用可能なアセットを使用

してその採用をスピードアップさ

せる 
• 能力の改善度をビジネス価値の観

点から明らかにする 
 

Measured Capability Improvement 

Framework とともに使用することで、

Rational Insight は、ソフトウェアと

システムのデリバリーの測定、管理、

および段階的改善に貢献します。 

 

詳細情報 
IBM Rational Insight ソフトウェアの

詳細については、IBM 担当員または 

IBM のビジネス・パートナーにお問

い合わせいただくか、以下をご覧く

ださい。 

 

ibm.com/software/jp/rational/produ

cts/insight/ 
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供されます。また、本文書は IBM の現在の
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の製品プランまたは戦略は予告なく変更され
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